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さ
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市
小
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体
汝
し
て
い
く
風
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に
許
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す
る
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み
る
。
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へ
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1
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一弘、キ之、上旬、
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E
令
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日
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一五
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f
d
方
財
ヰ
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与
平
方
産
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忠
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号
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ど
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町
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命
之
日
地
問
、
設
誠
一
小
川
術
師
、
命
之
口
川
奴
、
背
奴
之
入
、

内
之
治
初
、
穴
子
一
小
川
ハ
交
友
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cm
関
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一
て
ヲ
て
き
ポ
長
主

i
f
i
f
s
d
z
e
H
ろ
よ
れ
、
一
ソ
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〆

eihy刊
J
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が
説
さ
な
し
た
も
の
と
捻

3
れ
、
此

ω仰
法
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問
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一
策
時
俗
説

の
被
念
合
力
説
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
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悲
し
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C) 

家
間
に
仰
い
に
協
し
て
ゐ
た
こ
と
ど
知
る
の
で
ゐ
る
。
一
似
し
で
も
仰
法
師
訟
の

北
口
の
終
付
絞
試
の
体
承
的
形
践
と
し
て
税
は
れ
る
も
の
で
ゐ
る
。

勿
論
、
儒
家
に
於
て
.
民
間
的
経
初
絞
殺
の
が
践
が
穏
無
と
い
ふ
の
で
は
な
い
が
、
・
少
く
T
Y

し
も
一
…
…
公
代
俗
家
に
於
け
る
終
何
一
訟
に
は
、
体
承

形
態
の
方
が
展
開
形
恕
よ
り
も
給
多
で
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
ゐ
る
。

と
い
ふ
こ
止
は
、

父子
p
u
t
-
H
Y
H
1
3、ーはこ、、、

7
・争入、

来
語
-
ム
ト
・
什
主
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k

i
方
「
t
L

例
へ
ば

今
、
日
践
に
於
け
る
薬
代
儒
家
の
詑
一
枕
?re
忠
は
れ
る
に
主
な
る
経
付
設
例
川
内
十
一
一
…
依
(
内
、

N
川
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、
宮
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μ
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、

会川一一
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岡
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大
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，
ち
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原
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し
た
と
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山
は
れ
る
も
の
は
品
川
同
僚
、

混
同
地
し
に
と
忠
は
れ
る

j
i
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色
の
は
九
保
，

の
如
き
欣
践
で
め
る
。

訂
し
て
、
事
長
率
武
内
忍
廿
村
山
設
支
之
、

』れ

U

v

f

I

3

y

ィ
!
ノ
f
t
f
d
d
二々
J
k
l
ι
i

で
は
、
北
(
の
忠
利
山
内
訴
訟
越
と
、
同
時
に
ね
椀
聯
し
ん
日
っ
て
現
は
れ
、
体
承

的
儲
家
間
ω
恕
的
経
ポ
一
日
句
読
形
的
問
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
来
る
者
で
る
る
。
訟
も
戎
る
伝
家
忍
怨
的
設
述
に
巡
践
せ
し
め
ん
と
し
て
、
戎
る

付
設
が
古
義
締
役
の
ま
〉
に
体
承
さ
れ
て

れ
、
?
に
、
府
ひ
ら
れ
る
の
で
る
り
、
か
く
て
忍
強
態
…
皮
一
と
内
容
と
は

な
し
て

，~ 63 ~---~--
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江
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多
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2

J
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一
一
て
さ
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に
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一
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主
手
七
し
恋
心
町
内
問
先
立
{
起
は
れ
主
語
、
註
令
官
民
J

プ
付
税
炉
怒
中
に
合
め
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
ゐ
る
。

祁
山
内
容
が
如
何
な
る
続
付
設
形
怒
合
成
生
せ
し
め
て
み
る
か
?
と
い
ふ
問
題
以
、
同
時
に

以
下
，
此
母
に
つ
き
、
ギ
一
な
る
付
設
形
態
十
数
吸
を
梨
げ
て
，
総
詳
一
究
し
て
見
亡
い
ppz
一
芯
ふ
。
さ
れ
符
る
も
の
で
め
る
。
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、
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、
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に
は
先
づ
良
一
じ
な
修
治
す
べ
し
と
す
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の
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、
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、
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万
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弘
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介
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。
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を
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句
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於
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よ
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又
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仰
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句
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佐
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仁
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ゐ
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仰
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採
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。
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玖
ス
ー
さ
L

f
t
y
'
d人
v
f

，

I
k
l
J
1
i
'
H
J
d

る
の
胤
似
を
形
成
す
る
に
玄
つ
十

で
ゐ
る
。
ハ
川
市
例
斜
路

J

火山
λ

パ

J
Z
、

F
内
ノ

4
4
1
'
h

ケ一

p
q
M山
口
民
事
汗
7
1
E
H
l去
と
こ
や
市
戸
L

L
Z
J取
引
ftits-γ
れ
必
ヘ

l
J
i
J
H
v

l
z川
呼
ご
ち
ら
う
戸
?

p
h
，
引

F
rイ
i
ザ

先
づ
、
前
泌
山
の
品
川
節
分
何
訟
の
如
き
所
前
孔
子
持
一
対
ぺ
れ
允
ハ
勾
之
於
此
、

け
九
九
立
多
仁
、
レ
、

主
ニ
ノ
+
小
作
L
市
ド
寸
J
ノ

I
F
/

市
成
大
於
被
也
、

fs-h火
〈
込
三
三
ご
う

aI
一式

日
a
H
J
Y
十
万
弓
ノ
1
J
A
/

し

t

湾
代
古
究
毛
体
詩
誌
に
体
放
さ
れ
七
f

ど
お
し
く
、

「

t
I
L
h￥
7
1
.
h同

J
B
Z
a
しか吃
1
ζ
品
工
、

4
J
9
1
じい

u
;
モおけ
4

さ
が
よ
hh

，t
ヘ二九三

10

一
五
百
五
世
帯
持
子
支
え
主
古
川
行
主
主
五
あ
h
-万
お
召
し

ー:へ
F
L
山

L
'
J
0

1
c
h
d
井
、
5
4

は
奈
浅
初
に
生
砕
し
七
伝
説
な
れ
ば
此
の
孔
子
汗
杭
全
初
出
し
た

ノ、

I
j
f丈、

AFFS
，A
r
k
.

，

i
じ

L

P
芽
む
ド
公
仁
子

る
ペ
ノ
¥
飴
て
之
合
体
承
し
て
詩
何
士
解
明
し
仁
枝
で
ゐ
り
、
こ
こ
に
該
古
女

子
持
訟
の
一
は
、
漢
初
古
文
弔
詩
訟
に
間
以
(
し
到
っ
て
ゐ
る
事
が
ん
7
H
跨
凡
さ
れ
る
の
で
ゐ
り
、
此
の
意
味
に
於
で

判
誌
は
、
立
ハ
の
源
流
乃
奈
は
母
胎
七
府
案
代
詩
一
討
中
に
訟
に
前
存
さ
せ
て
ゐ
る
と
然
せ
ら
れ
る
。

• 

次
に
、
仰
の
卒
館
設
何
訟
の
如
き
所
川
川
口
安
子
詩
訟
の
如
さ
は
も
斡
狩
外
悠
二
に
ん
得
税
寸
さ
れ
て
な
り
、
詩
誌
は
も
と
よ
り
、
詩
字
句
「
延
ず

僚
枚
」
ま
で
も
、
会
く
高
誘
本
日
貿
引
儒
袋
詰
付
…
何
?
と
恰
は
し
て
ゐ
、
会
、
の
他
の
渓
代
詩
家
何
一
伐
と
は
初
見
(
な
っ
て
ゐ
る
。

mw
も
.
稔
嬰
は

府
必
然
有
設
を
採
っ
て
築
設
し
に
所
多
大
で
め
る
か
ら
、
日
誌
に
於
げ
る
対
米
楽
儒
家
の
体
へ
る
袋
一
ナ
詩
句
訟
は
、
浅
代
読
詩
今
文
設
に
体
承

な
る
も

ωが
存
し
、

は
ん
日
比
去
し
た
と
忠
へ
る
。
的
ち
府
案
土
日
十
代
の
所
前
孔

の川一一一……

せ
ら
れ
に

一
小
今
日
な
草
川
地
せ
ら
る
ぺ
く
、
止
つ

J

j

d

J

1

7

2

司

、

J

1

A

刀
汚
誌
は
ユ
子
詩
句
J

立
工
葉
市
1
i

，
t
智

'
e
f
ミ

?
p
z
:
一

-
l
y
ノ
'
1
5
/
L
-
v
d
a
4
A
1

の
原
刑
判
乃
五
防
法

で
あ
る
と
推
し
待
ょ
う
。
之
に
よ
っ
て
も
、
亦
、

の
前
芽
が
、
府
米
安
に
古
存
し
七
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
め
る
。

一一明 59時一一

叉
‘
向
の
悉
総
仲
恐
之
諮
説
、
り
知

く
所
の
伸
浩
之
詰
…
況
が
、

ふ
ぺ
内
》
人
円
円
、
‘
:

F
1
-

f
、

1
7

金一

、、ー

さ
れ
て
外
佐
川
各
六
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
部
も
均
一
一
架
十
日
存

か
と
忍
は
れ
る
〉
に
閥

mm一
し
到
っ
て
ゐ
る
一
帯
は
明
か

当相、
ー

の

(
閉
経
で
は
な
い
れ
μ

で
め
る
と
す
は
し
ね
ば
な
ら
な
い
。
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夜
訪
ね
り
訟
の
如
き
は
‘
現
召
誌
又
に
は
鈍
…
き
る
場
亦
ぽ
接
一
糸
諮
問
経
の
本
文
ら
し
く
も
忍
ば
れ
る
の
で
ゐ
り
、
深
代
劉
向
。

一
説
苑
一
宇
一
公
絡
の
る
の
と
大
同
し
、
叉
渉
、
骨
一
一
問
委
敬
俸
に
見
え
る
婁
敬
引
一
誌
と
も
近
似
し
て
ゐ
る
。
部
ち
か
う
o
問
実
行
設
勾
誌
が
、
渓
代
に
於

叉
、
山
川
の

け
る
害
総
羽
詰
'
句
読
じ
間
開
閉
山
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
投
知
さ
れ
よ
う
。

，
，
、
，
‘
，

ド
乙
ム
げ
司

今
古
文
い
づ
れ
の
系
統
に

開
腕
せ
る
か
は
、
明
絡
で
な
い
引
，
点
ま

ん

寸

か
と
懇
は
れ
、
随
て
漢
代
今
文
召
詩
句
読
心
部
芽
は
府
米
一
一
飛
に
低
に
出
し
て
ゐ
た
か
と

ーν
叫

1uo

を作工何一，，

次
に
又
、
仰
の
不
修
春
秋
勾
訪
「
街
諮
公
好
鈎
L

，
の
如
き
は
.
漠
代
斡
詩
外
体
七
に
殆
ど
安
部
的
に
体
承
さ
れ
て
か
」
り
、
十
分
ザ
だ
の
浅
代

、
)
耳
目
一
よ
い
h
p
-
3
M
1
4
J
日
f

j

〉

C

5

0

ハ

cr問
問
勢
市
仁
を

f
ノ日
!
ι
y
e
f
u
吋

L
J
d
Z
4

一、‘，，，
a

然
る
に
叉
、
お
の
詩
大
雅
文
一
土
勾
一
説
「
問
川
公
日
…
作
詩
己
の
如
き
は
、
古
文
モ
詩
・
今
サ
~
魯
詩
・
椋
詩
に
附
設
す
る
も
の
な
く
、
階
、
決
代

向
山
内
楽
今
党
拷
詩
拾
に
関
係
ゐ
る
も
の
の
如
く
で
あ
り
、
役
の
上
疏
文
に
日
く
、

「
院
関
，
:
周
五
成
一
七
¥
有
上
安
之
材
、
間
文
武
之
業
、
以
前
川
召
怨
輔
、

a
曹
、
、
‘
.
‘
，
‘
，
‘
，
‘
，

B

，
a.

、
、
，
‘
.
、
.
‘
，

h

，

段
之
米
授
師
、
克
配
上
夜
、
笠
叫
弘
子
役
‘
駿
命
不
日
引
に

J
i九
守
口
つ
な
丈
ヤ
九
千
二
女

1HA7ず
〉
)
警

[
ヲ
設
U
H
Y
F
q
i
d
ニ
ゴ
k
ぷ加え，

f
i
d
-

。。っ
0

3

9

m川
公
治
作
詩
書
、
深
戒
成
京
、
以
恐
犬
天
下
.

klO 

• 

E 
o 

て
す
、

は
m
川
公
口
一
が
成
主
な
戒
め
る
お
に
作
っ
た
詩
と
す
る
の
で
あ
り
、
実
お
や
は

府
諮
問
に
就
て
治
め
亡
者
、
持
詩
は
一
議
米
浅
初

ω
料
ハ
人
戦
同
生
一
の
終
的
け
す
る
所
、
瓦
役
始
目
。
一
一
川
安
に
一
金
る
。
此
等
に
よ
っ
て
見
れ
ば
‘
実
代

儒
家
に
よ
り
経
枕
さ
れ
に
府
公
作
詩
訟
は
、
渓
初
今

さ
れ
七
'
と
芯
は
れ
、
随
て
一
栄
代
俗
宗
狩
設
中
に
浅
今
文
狩
詩
殺
の
根

裂
が
部
し
て
ゐ
る
と
探
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
の

之
予
仏
つ
〉
主
語
1
1
4
1
1
峰三

ョ
1

f

U

一
言
一
一
計
二
位
レ
舟
手
L

r'e
‘.、

ヲ
勺
し
、
正
〉
口
火
盟
主

Mffmz，、
I
L
O
-，
z
h
l

に
間
服
(
さ
れ
仁
か
?
と
殺
さ
れ
，
今
文
魯
潟
鰐
一
日
設
と
は
兵
な
る
。
即
ち
，

門川

m'Kごみ
晴

、

nu
，女

i
i

に
取
し
七
か
。

以
上
に
言
及
し
仁
以
外
の

務
代
終
何
設
に
は
問
問
興
し
て
ゐ
な
い
校
で
み
る
。
併
し
、
今
日
残
存
し
て
ゐ
る

京
与
す
生
時
二
党
亡
、

3
1
h
f
く
つ
市

本
市
市
山

U
X
1
F
H
P
J
Y
R
y
bレ
i
J
U
A
v
d
u
r
i
J
1
4
4
イ
ん
/

る
説
例
ぞ
見
出
し
得
る
と
す
れ
ば
、

A

会
、
い
に
さ
母

z
t庁
h
f
h
T
J
》
U

プ
ス
イ
約
MJL
ゴ
忠
七
訂

に
点
つ
で
は
、



し
鮮
少
で
は
な
か
っ
仁
志
う
と
す
は
る
べ
き
で
め
る
。
特
に
、
古
文
毛
侍
詩
訟
@
ん
ー
す
~
鴇
詩
訟
・
及

メ
主
℃
日
制
ひ
じ
芽
ほ
金
二
段
、
¥
ト
ャ

J
j
h

、
帆
仁
，
A
t
ψ
坤
山
叩

e
A
R
F
J
/
よ
刀

H
t
E
‘
rト
ヲ
〆

-1a，

び
続
詩
外
体
所
載
中
の
仲
溜
之
諮
訟
・
不
修
春
秋
勾
設
・
お
向
説
必
中
の
夜
話
句
読
等
へ
の
影
響
閥
勝
利
は
、
十
分
注
目
す
べ
き
で
み
ら
う

と
芯
ふ
。
又
、
日
附
均
一
条
代
儒
家
に
よ
っ
て
以
収
拾
成
生
せ
し
め
ら
れ
に
る
文

「
同
公

『

e

い
、
京
、
、

~lν~界
1
h
h
Y
2
¥
〉ノチ
Y
肝
?
?
対
向
。
況
川

T
J

」

カ

符

レ

ノ

m

k

f

溺主一一日，
mル
計

f
U
H
M
Y
M
お
占
問
刊
詑
-
U一

如
き
は
.
最
も
初
日
さ
る
べ
く
、
向
.
論
一
話
「
泣
レ
削
約
者
い
の
如
き
も
日
開
パ
泰
代
総
家
の
炭
設
に
成
り
、
法
古
文
孔
た
治
川
川
一
説
ヘ
影
響
ゐ
り

-p
，
殺
さ
れ
る
も
の
、
和
一
山
只
さ
る
べ
き
か
。
か
く
し
て
、
楽
代
総
家
総
書
付
松
本
は
ち
浅
代
諸
家
絞
殺
卒
、
限
切
で
今
十
日
女
役
嘆
に
関
聯
影
響

し
七
り
と
均
史
さ
れ
来
る
。

間

設
に
、
上
越
の
如
き
呂
路
に
ゐ
ら
は
れ
に
る
楽
時
儒
家
の
経
詩
句
読
事
守
護
料
と
し
て
、
一
栄
代
経
唯
一
一
円
経
捻
撃
の
一
政
令
回
想
定
し
よ
う
。

第
日
に
、
薬
代
儒
家
に
は
涼
義
を
侍
承
し
に
る
能
付
訟
の
形
態
が
彩
多
で
ふ
の
り
、
此
は
締
法
的
訟
を
体
承
せ
ん
と
す
る
儒
家
的
態
度
が
多

分
に
興
っ
て
カ
が
あ
る
。
ハ
向
叉
、
道
徳
思
想
の
叙
述
と
い
ふ
事
も
、
関
係
全
布
つ
も
の
で
あ
ら
う
。
〉

第
二
に
、
書
経
召
諮
設
「
成
主
之
定
成
問
之
設
い
に
よ
れ
ば
、
現
召
誌
に
は
逸
文
め
る
や
も
知
れ
争
、
路
て
奈
時
に
は
、
百
第
の
原
擦

と
な
り
し
系
統
の
番
怒
る
存
し
た
る
べ
く
、
叉
伊
、
仙
の
句
読
例
に
よ
れ
ば
、
不
修
系
春
秋
る
存
し
に
ら
し
く
、
更
に
仰
の
例
に
よ
れ
ば
公

平
春
秋
も
お
し
に
に
港
ひ
な
く
、
叉
仰
の
例
に
よ
れ
ば
論
説
成
立
の
資
料
と
な
り
た
る
孔
子
誌
の
群
も
存
し
に
と
想
は
れ
、
共
他
、
周
誌
・

mm書
・
孝
一
綬
等
も
汎
存
し
に
る
哀
を
推
知
し
得
る
の
で
ゐ
る
。

第
一
一
戸
、
呂
箆
栄
一
代
儒
家
の
経
設
内
地
否
、
周
案
古
在
の
諸
経
設
(
孔
子
・
長
子
・
友
子
等
の
詩
設
、
楚
来
五
・
南
宮
拐
等
の
市
一
一
同
総
説
、
等

々
も
〉
を
体
承
す
る
る
の
最
る
多
く
、
且
そ
れ
に
ど
叉
漢
代
諸
経
設
へ
間
間
続
さ
せ
て
ゐ
る
る
の
鮮
少
な
ら
守
、
交
に
薬
代
儒
家
に
よ
り
間
代
経
設

が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
も
若
干
あ
り
、
立
そ
れ
等
も
亦
漢
代
経
一
説
に
採
牧
さ
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
泰
代
儒
家
諸
経
設
は
沼

代
諸
経
設
を
多
分
に
体
承
し
若
手
展
開
し
、
ぞ
の
弱
者
一
何
一
れ
も
漠
代
経
訟
に
関
聯
体
承
さ
れ
て
ゐ
る
事
が
多
大
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
ο

例
へ
ば
、

明戸田 6t 明申朝国
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前
例
的
一
よ
り

ωま
で
は
，
必
H

周
代
原
義
を
一
案
代
儒
家
が
俸
承
し
に
る
の
で
ゐ
り
も

E

j

'

j

、i
ノ

.

前
例
品
、
一
回
及
び
向
の
つ
延
子
俊
一
枚
」
字
勾
な
ど
は
B

田
川
代
原
義
原
裂
な
泰
代
儒
家
一
か
展
開
し
来
っ
て
ゐ
る
も
の
で
め
る
が
、

f
i
、
、
，
t
t
、

、、，，
J

、B
，ノ

渓
代
経
訟
は
，
此
等
の
中
、
判
、
向
、
向
、
向
、
問
、
日
、
却
の
如
き
多
数
合
体
承
し
て
ゐ
る
事
で
ゐ
る
。

1

r

t

 

特
に
向
の
一
一
…
僚
の
如
き
は
、
舟
代
の
形
態
と
は
異
な
り
、
泰
代
儒
家
務
特
の
も
の
を
生
じ
来
っ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
も
と
の
府
代
の
原

(a) )
 
、Ji
 

'''e'I
‘‘
 (c) 

義
原
抑
制
JT
拾
い
て
府
ひ
字
、
却
で
一
一
楽
代
特
布
の
展
開
設
を
渓
代
茶
縦
一
訟
が
傍
承
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
一
品
点
、
如
何
に

の
そ
れ
に
依
存
す
る
所
の
多
き
か
を
物
語
っ
て
ゐ
る
も
の

へ
ょ
う
。

第
内
に
、
以
上
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
く
、
薬
代
終
設
に
は
，
周
・
一
梁
・
慢
品
川
ハ
に
開
設
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
府
代
終
試
JT
体
決
し
で
間
代

し
て
渓
代
に
関
呉
し
渓
代
'
と
間
設
の
も
の
も
あ
る
し
、
特
に
茶
代

?
と
大
同
で
渓
代
主
異
な
る
も
の
も
み
れ
ば
.
間
川
代
と
は

の
み
に
展
生
き
れ
で
捜
代
に
も
体
承
3
れ
で
ゐ
な
い
?ζ

い
ム
特
殊
の
も
の
も
あ
る
?
と
い
ぶ
伐
態
で
あ
っ
で
、
一
一
策
代
は
郊
と
も
深
?
と
色
・
お
ん
々
初

司

Q 

一
致
し
な
い
も
の
を
存
し
て
を
り
、
感
覚
、
周
渓
に
中
識
す
る
介
本
時
代
の

第
五
に
、
前
惑
の
如
く
壱
十
従
代
経
付
設
に
は
渓
代
総
勾
誌
に
切
か
に
関
興
し
に
と
殺
せ
る
も
の
が
め
る
が
、

る
と
、
大
路
、

、3J
T
i
 

〆
'
4

‘、

有
す
る
と
九
ら
る
べ
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